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【改訂の概要】 

                  

改 訂 の あ ら ま し 該当頁 

平成 31 年 2 月に改正された「墜落制止用器具の規格」を掲載し充実を図るとともに、必要な

字句を修正した。主な改訂箇所は以下のとおり。 

 

特別教育のカリキュラムで、受講を省略できる条件を追加。 

 

序章 安全帯から墜落制止用器具へ 

  ・高所作業の例のイラストを修正。 

  ・「フルハーネス型の規格も変わった！」の中の記述を一部追加。 

 

第 1章 作業に関する知識 

・１（１）「（ア）わく組足場」の記述を一部修正。 

・２（３）「高所作業車」の記述を一部追加。 

・２（４）「ローリングタワー」の記述を一部追加。 

・２（６）「脚立、うま」の記述を一部追加。 

 

第２章 フルハーネス型墜落制止用器具に関する知識 

  ・１（２）「（ウ）Ⅾ環の位置」の記述を一部追加。 

    ・２（２）「ランヤードの構造」の記述を修正。 

・３（１）「（ア）選定ポイント」の中で規格改正に関する記述を修正。 

・３（１）「（イ）選定要件について」で、「要件１」の記述を一部修正。 

    ・３（１）「（イ）選定要件について」で、「要件２」の記述を修正。 

  ・「高さの基準の計算例」の内容を一部追加・修正。 

   ・３（１）「（イ）選定要件について」で、「要件３」の記述を修正。 

  ・３（２）「（ウ）２つのフック等を相互に使用する２丁掛け」の記述を一部追加。 

    ・４（３）ロープ径に関する記載を削除。 

  ・４（４）延長ベルトについて追加。 

 

第３章 フルハーネス型墜落制止用器具等の使用方法 

・図３－２「呼称サイズの体格の相関図」の色合いを修正。 

・図３－３、３－４、３－５をベルト通しを加えたイラストに変更。 

・１（３）「ランヤードの接続」の中の記述を一部追加。 

・表３－２「フルハーネス型の点検項目例」を日本安全帯研究会の資料に変更。 

 

第４章 労働災害の防止に関する知識 

 ・１（１）「墜落防止の設備」の記述の修正および図４－１、図４－２に注釈を追加。 

 ・「２．落下物による危険防止のための措置」に「（１）幅木、（２）メッシュシート、（３）

朝顔」について追加。 

・「３．感電防止のための措置」の「（1）職場で行われている主な対策」に④を追加。 

  ・「５．事故発生時の措置」に「（２）救急処置」を追加。 

  ・「６．その他作業に伴う災害およびその防止方法」に「（２）熱中症の防止」を追加。 
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第５章 関係法令 

  ・第１３０条の５の解説文の一部を修正。 

 

付録 参考資料 

  ・「６．墜落制止用器具の規格」を追加。 

 ・「構造規格の主な改正点」を追加。 

 ・災害事例５、６を追加。 

 ・災害状況を追加。 
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